未来構想創立8周年記念・開会の辞

「大胆に未来を描こう！」

国際貢献を可能とする市民運動,ボランティア制度,大学の確立を！
未来構想戦略フォーラム創立8周年を迎えるに当り、一言ご挨拶を申し上げます。
未来構想が今日を迎えることができましたのは、皆様のご協力があってことです。まず、この場に参席
できなかった方々を含め、心より感謝を申し上げます。
小生、65歳という歳を迎え、痛感しますことは、次の3つのシンプルな生活モットーです。
1つは「絶対感謝」。人や環境に多くを求めて不平不満を懐き易い我々ですが、視点を変えれば、いかに与えられて居ることが多いことでしょうか？「人身受けがたし」と申しますが、命も体も与えられたもの、生存に絶対的に必要な、水や空気も食物も与えられています。
2つ目は、「絶対奉仕」。20歳にして絶対感謝に目覚め、45年間の奉仕の生活、飢え死にすることなく、益々健康で元気に歩ませていただいています。
３つ目は「絶対責任」。本日、午前1時半（現地時間20日午前11時半）米国第44代大統領に就任したオバマ氏も「“新たな責任の時代”互いに責任を分かち合おう！」と米国国民に呼びかけました。このメッセージはケネディーの「祖国が汝に何をなすかを問うなかれ、汝が祖国に何をなし得るかを問いたまえ！」との呼びかけの延長線上にある言葉です。私はこの3つの生活モットー、「絶対感謝」、「絶対奉仕」、「絶対責任」が、国民的スケールでモットーとなれば、日本の未来も明るいと思っています。「絶対」と言う意味は、環境に左右されない、永遠・不変という意味です。
8周年記念に当り、痛感いたしますことは、万民を結集する大義の旗を掲げることの重要性です。昨年末、早稲田大学で「国連に呼応して市民は何が出来るか？」をメインテーマに掲げ、NGO,NPO諸団体と協力して第11回の市民国連フォーラムを開催致しました。

バーナーや看板、ポスター、国際的にも著名な方々や2日間も徹夜して仕上げたくださった方々、チケット販売に諸団体を回ってくださった方々、当日、40人以上のボランティア・スタッフがフォーラムの運営を手伝ってくださいました。師走、クリスマスの押し迫った12月23日にも関わらず、多くの有識者の方々が駆けつけてくださいました。中でも海外での国連の調停の仕事のため出発しなければならない日を遅らせてまで参加くださった先生方もいらっしゃいました。
本会は、近隣アジア諸国と共同して世界の為に汗を掻くこと、すでにNGOレベルで実践されつつあることですが、これを各国政府の後押しの下、国際ボランティア制度（平和部隊）をそれぞれの国で国策とすることを提案しています。また国際社会へ貢献できる有為な人材を輩出する拠点としての国際協力大学（学生のいる国連大学）の創設が必須だと訴えてきました。
本日、これから、未来構想、8周年記念として「人材開国！日本型移民政策の提言」と題して坂中英徳先生にご講演を頂きます。小生、今から30年前、『10年後の日本の国家目標』の3年間、3億円の研究プロジェクトに2000人以上に有識者・国際機関の協力を得て報告書をまとめたことがあります。今、日本に欠けているもの、「与・野党を超えて10年後、50年後の日本をどうするのか？」。無責任な目先の私益を追う不満の渦巻く中、今日、大月宗明師の奏でる伝統的精錬された“日本の感性”に乗って、坂中先生のメッセージを頂けることは大変有意義なひと時だと存じます。
日本の未来へ向けた、今日の壮大なメッセージを実現するべく、本会は本格的なシンクタンクとしての確立を目指し、国際的な市民運動の展開、隣国と共同して世界へ平和部隊を派遣、国際協力大学の創設を視野に置きながら第2期７年の出発いたしたいと存じます。
「大義の旗を掲げよう！ 日本人よ！大志を抱け！」とのメッセージを以ってご挨拶といたします。
ありがとうございました。
平成21年1月21日　
　　　　　　　　　　　　　NPO法人　未来構想戦略フォーラム共同代表　　大脇 準一郎
　　　　　　　　　　　　　
 年 頭 の ご 挨 拶 
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
昨年、年の瀬も迫った12月23日、「国連呼応して市民は何が出来るか？」をメインテーマにNGO・NPO諸団が協力しあって、外務省の後援、企業の協賛を得て、早稲田大学で市民国連が開催された。参加した方々は異口同音に、「驚くほど感動的だった、今、何をなすべきか多くを学んだ」との印象を持たれたようだ。いくつかの点を挙げ、皆様のご参考に供し,年頭のご挨拶としたい。

1、 今、日本に必要なのは、高邁な理想・目標を掲げること。

23日当日には現地へ出発されなければならない発題者の先生も国連本部と掛け合って予定を1日延ばし、ご参加くださった。遠く岡山から駆けつけ、多くのお弟子様たちとオープニングを飾ってくださった先生、今回はアフリカがテーマだからとゴスペルソングで会場の雰囲気を盛り上げてくださったプロの黒人シンガー等々、大きな目標を掲げれば、思いがけない多くの人々が快く協力くださり、その真心に感動しました。今、日本の指導者に必要なのは、国民に媚びることではなく、国民が「自分もひと汗掻こうか！」と快く立ち上がられる、高邁な目標を掲げることではないでしょうか？

2、 必要な心の田畑の開墾：教育・宗教･国家の枠を超えて

今回の感動的な成功はボランティア精神の結集によるものですが、このグローバルな大義の旗印を掲げなければ、生涯決して出会うことの無かったであろう人々の奇跡的出会いの場が数多く実現されたことは特筆すべきです。紙面の　関係上、詳細は省きますが、今回、世界平和の最大の敵、障害は何か？ということを改めて考えさせられる出来事がありました。生涯、教育一筋に生きた森有三は、「我が行く道は、人の心という田畑を開墾することである」と述べています。教育改革は小手先の技術論よりは、「教育は魂、心のふれあいで、時間ではない。」との金言も吉田松陰やクラーク博士の事例を見ても明白です。「海よりも壮大な眺めがある、それは大空である。大空よりも壮大な眺めがある、それは人間の魂の内部である。」と文豪も述べていますが、皮肉に思うことには神様に近いはずの宗教団体、宗教人の心の狭さです。世界紛争、テロの主原因が、偏狭な宗教、イデオロギーの狂信者であることを再認識すべきです。「集団的自己中心性は一層悪性である。なぜなら、一人の人間がただ個人のためにではなく、自分の家族、国家、教会の名において自己中心的に行動しているとき、自分は利他的に自己犠牲的に行動していると誤って想像することができるからである。」とトインビーも述べています。このたび一同に会された諸先生は、あらゆる枠を超えた天地自由人、人間本性に生きる心の広い方たちでした。教育や宗教がその機能を果たせず形骸化してしまった今日、既成の枠を超えたこれらの諸先生達の活躍こそ、真の平和の創造者（ピース・メーカー）として大いに期待されている。

３、市民国連（地球市民機構）、国連大学の確立を！

要するに「何を実践するか？いかなる成果を挙げるか？」です。未来構想が市民国連を積極的に支援するのは、未来構想が目指すビジョンは一団体では到底達成することができない人類的目標であるからです。私たちは何れ地上を去ります。次世代へ如何にバトンを渡すべきか、歴史的責任をどうはすべきでしょうか？未来構想は身近な所から次世代の育成に励みます。「国連と呼応して市民は何をなすべきか？」市民国連は、国連本部とまた日本に駐留する国際諸機関とも連携をとりながら、NGO,NPO,ボランティアの真心を束ねて市民の大きな潮流を作ります。その拠点としての教育・研究基地、国際社会へ貢献しようとする有為な人材を育てる国際協力大学（国際平和大学、学生の居る国連大学、）仮称）を創設することは中期目標であります。お金が無いのはなく、何にお金を使うかで、数千億はおろか数兆円を投入しても、アジアを代表する教育機関を創設すべきと考えています。本年も皆様の積極的なご参画、ご協力をよろしくお願い申し上げます。近日中に未来構想、市民国連のサイトを更新いたします。ご期待ください。
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